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防災訓練の実施の結果について，原子力災害対策特別措置法第 13条の 2第 1項の規定に基づき

報告しますc

原子力事業所の名称  i東京電力株式会社 柏崎メIj羽原子力発電所

及 び 場 所|新潟県柏崎市青山町 16番地  46 

ijL成 25 年 4)~ 18 
防災訓続実施年月日 平成 26年 3月 186 

~平成  26年 3月 18日
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防災訓練の項目  i功災訓練(緊急時摘習) 要素訓練

(1)通報訓練 

(2)緊急被ばく実疲訓練  
(1)モニタリング訓練 

防災訓練の内容|
(3)緊急時対策要員の動員訓練

(2)アクシデントマネジメント訓練  
(4)モニタリング訓練  

(3)電源機能等喪失時訓練
(5)避難誘導訓練  

(6)電源機能等喪失時訓練

防災訓練の結果の
別紙  1のとおり 別紙  2のとおり

概 要

今後の原子力災害
別紙  1のとおり 別紙  2のとおり

対策に向けた改善，点



別紙工

防災訓練(緊急時演習)結果報告の概要� 

棟の躍的111.奇

本訓練は，� r*自崎メリ羽原子力発電所原子力事業者関災業務計酪第 2章第7節」に基づき実

施するものであり，今次訴練は以下の事項合会眼に実擁するとともに，寄せ練F終了後に評価等合

行い原子力災害に対する災害対応能力の 閲るものである。� 

(1) 1C S (IncidentComrnandSystern)の考え方を取り入れた緊急時体制(以下� r1C 

Sf本帝むという。)により指揮命令，靖報共宥等が機能すること。� 

(2) オフサイトセンター及び自治体へ派還した要員と より検柾者

すること。(昨年度の課題)� 

(3) TV会議システム及び情報共有ツール� (pC，タブレット) よる有効性の詩

をすること Q 

2. 策路自時および対象施設

(1)実施お
 

2 6年� 3月� 18日(火)13:30"--""15:50
 

(2)対象施設 


柏崎刈羽原子力発暗所 
  

3. 実施体制，� よ

(1) 

訪災業務官十翻iこ議長づく，組織及び連絡経路

外
柏崎メ1j~5J

ヌド j占

対~本部

開銀機関� 
原子力強協所

ERC 
対策本部� 

オアサイトtント智;

(2)詳{甜体制

本部員及び、各斑において泣，訓練捗加者以外の社員から郡部者を選任し評錨すると

ともに，本部員については対応の実効性等比ついて自 、改善点の抽出を行

う。また，訓練終了後には，訓練参加者にで皮省会を実施� 改静点の抽出を行う。

(3)歩加入数

結婿メU羽原子力発電所:353名{社員� 343名，協力企業� 10名)

本屈� 203名(社員 203名)� 

4.原子力災害警懇般の諜要



1 

地震及び棒誠による金交涜電語、喪失及び京子炉の冷却機能を全て喪失し，原子力災欝対策特

別措寵法(以下� r牒災法j という。〉第� 15染者事録iこ軍る原子力災害を想定する。詳細は以

下の通り。

金号機訓練対象(6号機及び7号機は議事長仁札� 1""""5 

大規模地震(周辺市町村で震度町議)が発生 指

するとともに外部電源が喪失。また， ア

のため，原災法第� 10条特定事換の「金交流常糠喪失J Iこ至る。

ンプは超勤するが，燃料タンク揚傷により後にト� pッブ。� 

6号機の原子炉鵠離待冷却系は平動にで組動するが� 7号機の同系は起動後刻トリップ

し，原災法第� 10条特定事象及び探災法第� 15条原子力緊急事態の「注水機能の喪失J

にる。

津波の鶴来に伴い，� 1'""'-'6号機は機水系機器が捷用不能となり ，)J震災法第� 10条特定事:

識の「金提流電諒喪失Jに至る。

また，緊急M/Cへのアクセス進協が崩壊しているためヲ高台ガスターザン発電機艇な

らびにスリップオン接続箱を慌用した埼源車からの非'君用交読母隷への培、野、事会絵ができ

ない状況に至る。� 

6，7号機については常源東による龍源確保作業が完了したことから，模水補給水茶

よ哲原子炉への詮水を開始するが， ア号機は機器の故障により，位入ができないため，

ント時期の検討を英施。� 

5.関災訓練の現臣

防災訓練(緊急時演習)� 

6. 防災訓練の内容

(1)通報訓練


(幻緊急被ばく E霊感訓練
 

(3)緊急時対策要員の動員訓練 

(4)モニタジン� 

(5) 

(6 ) 

防災訓練実施にあたり緊急時対策器系に対して;主ユーティジティ機器(ろ過ホタンク，純� 

線上の前提条持として提示したが，プラントで発生する各護事象・11水タンク等)の状態は詩

シナリオについては全てブラインドとした。� 

7. 君Ii練結果の概要� 

(1) 

震災法第� 10会主特定事象発生にイ半う通報文の仲成およひ。関係筒所への通報連絡を英
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オフサイトセンタ…及び自治体へ要員を派遣し，情報共有を実施。� 

(2)緊急援ばく

管理区埴内で発生した負傷者に対するサ←ベイ，応急処盤および搬送について誕動訓

練を実施。� 

(3 )緊急時対策要員の動員訓練

緊急地震速報システム発信及び所内一斉放送による緊急特対策要員の参集� 

(4)モニタヲン

気象観謝ヂ…タ，モニタヲングポストの髄より環境影響評価システムによる評価在実

施。� 

(5)避難誘導訓練 

大規模地藤発生ならびに大津彼轡報発令� 1 


員企サーヒ。ス建崖� 2階の中央制御難付近の退避場訴まで漉難誘導するととも

ついてサーベイ等を潔施。

(6 ) 


金交流説源擬失を踏まえた緊急安全対策について とおり緊急時対策要員によ

る実蹴訓練を実施。

ヨ〉電源躍による龍源確保� 

a.緊急M/Cへのアクセスノレぃト崩躍のため，緊急M/C使用不可によるガスタ…ピ

らびに高告のスリップオン接続箱からの矯源供給不可を想、定し，京子

②消関車による� ホ…ス接続日設寵)� 

a.消防車による原子炉への浅水を行うた

。ホイノレローダ、による瓦牒撤世

a. ホイノレロ…ダ、による瓦概撤告を担、定し，予め定めた瓦磯撤去ノレートの走行密実籍。� 

8 ‘ 


r1.訓練の詩的Jで設定したさざたる事現� 3点について り。� 

(1) 1 C S (Incident Command System)の考え方を取事
 1 C 

S 体制j という。)により揃摺命令，情報共有等が機能すること。

結 u時メリ~5J原子力発電所では，平成 2 5年� 1月より� ICSの考え方を取移入れた

してきているが，継続して劉練の実施，評価，政替を重ねることで，対応手!艇の高

標準化等を露払緊;急時における対~カの舟上を掘っていく。 

諌で確認し?と事寝を以下に示す。11なお，今聞の言

1， 


勧告指捧していること合確認した。


-本部では，緊急時活動におけるE重要� 

・対策本部各班長は，緊急時計四に基づく自班を措障し，本部内での情報共有，報告を

していること した。



日l先~1

ただし，異動等に伴い新た された緊急時対F主要員の 対応に慣れていな

い状況が確認さ り返しの誤繰により， な護員の能力抵下役速やかに

させる之、要がある O 

(2)オフサイトセンター及ひ官治体へ派遣し との情報持宥の状況について輸柾をす

ること。

燕災法� 10条，� 1 5条の該当事象発生iこ対し，通報連絡は詩情確認、までが適切にさ

緊急時議勢の発令等の通報連絡が確実に行われていることが確認できた。

また，オフサイトセンター及ぴ自治体からの質問や要請等については，課遣ました擦員

を通じて発電所ならび北本惑に適切に部えられ対j志することができた。

組方，オフサイトセンターやき治体側における事畿内務の理解を促進するためのツー

ノレ〈プラント関保の国酉集など)が必饗とされた。� 

(3) TV会議システム及び情報共有ツール� (p C，タブレット)の活用による有動性の詩

価をすること。� 

TV余議システム及び情報共存ツ…ノレ� (pC，タブレット〉を活用することにより，

プラント状態等が関部機関に派遣された要員まで議時情報共有できていることが確認で

きた。有効なツールとして今後とも活用していくが，さらなる有効活用に向けてシステ

ムの改替と般用者の能力向上を図っていく必惑さがあるc 

9‘今後に向けた改善点

(1)耕線において抽出された今後の改静点は以下の通り。

人事異動特に伴うー持的な擦員の能力抵下は繰り返し より速やかな回復が

と培える。当所では� 26年度は約� 1ヶ互に一変，総合的な野i練を予定しており，これら

謀員の能力護課に努める予定。

オフサイトセンターや後方支譲拠点等で自治体の開かγ スコミ対誌を円滑に実恋するた

め，発電所構内臨やプラントの断密題など主な説明資料をパネノレ牝し活用する。今後の

訓練で説明する上で不毘したものは適時追加する。

情報兆有ツーノレ� (pC，タブレット)安有効に活用できるように，使用者の習熟を繰り

遮しの訓練で深めるとともに，読F持者の拡大を行う。(チャットシステムの喪患不可時

を想、定した前線も今後輪討する}� 

(2) 2 4年疫惑H練において抽出された改善点におけるフォローアップは以下の通り� o

今年度の喜H練では要員が磯保できている状況での� ICSの定着を主眼立おいて実施した

ため、技開・休鮮日を??憧定した少人数での寵置者による初動対志訓練については見送っ

た。今後、鰹急時対応:の長持i仕を考慮した、よち実効的な緊急時態勢の構築について検

討を行い、実施していく予定。

以上



2紙11，¥5� 

要素訓練結果報告の概要� 

1. 目的

原子力事業者防災業務計画第� 2章第�  7節Jに基づき実� 

慎の習熟およ)1-資機材確認等の検証会行い，平施する hu'' 

び改善を図るものである。� 

}

，
 

2. 実施日および対象施設

(1)誕施日

平成� 25年� 4月� 1日(月)'"'-'平成� 26年，� 3月� 18日(火)� 

(2) 

3.実施体制，静価体制およ

(1)実施体制

訓練ごとに訓練総括責任者を設け，実施誼当者が訓練を行う。

詳細iは添付資料1Jのとおり� o 

(2) 

どおり されたかを実雄資住者が紳備する。� 

(3 ) 

1 Jのとおり。� 

4.原子力災犠相、定の概要

(1)モニタリング訓練

により敷地内の放射線または空気中の放射能濃度が上昇した状態� 

(2 )アクシヂントマネジメン

金交流電線喪失により 災害対策特別措盤法第� 15 

条事象に玉三る事象を想定� 

(3 )協棟、機能等喪失時訓練

金交流電線喪失，原子炉除熱機能喪失および使用掛燃料ブールi玲熱機能喪失の状議

5. E 



添付資料  1

モニタリング訓練

①放射線安全部長

空間放射線率の測定、予測線量評価等の実|②放射線安全部各G員，

動訓練を実施 | 安全総括部改善推進 G員

良
-測定器のスケーラ操作方法等の基

本的な操作方法を機器に表示した。

-緊急時環境モニタリング訓練に

おいて，実際の活動時を考慮(放

射線防護装備の装着等)した訓練

方法の検討を行う。

アクシデントマネジメント訓練
-関係機関へ派遣した要員と全体共 -対応期間の長期化に対応でき

①原子力防災管理者

電源機能等喪失時における対策本部活動な|②緊急時対策要員
良

有(プラントパラメータ等)や各班

の活動状況等を全体共有するための

る体制構築や夜間・休祭日を想

定した宿直者による初動対応に

らびに各種緊急安全対策の実動訓練を実施 情報共有ツーノレを構築した。 ついて検討し，訓練を行う。

緊急時の電源確保に係る訓練

電源車およびガスタービン発電機車等によ
①放射線安全部長，

第一・第二保全部長

-ガスタービン発電機の電圧計切替

スイッチのポジション位置確認を手
-燃料タンク開放周治具の配置

る電源確保の手順の実動訓練や机上訓練等

を実施
②放射線安全部各G員，

第一・第二保全部各G員

良
順書に反映するとともに，視認性向

上対策としてペイントを実施した。

場所を手順書に反映するなどの

見直しについて検討する。



部付資料  1


よる原子炉・使用済燃料プールへ

の代替註水等の実動車|練やライ

一連の動作薙認を現壌ーにて実路

-ニ運転管理部長，

.第二保全部長

・二運転管理部発電 G員，

.第二保全部各G員，

自衛活妨隊員

• f-t替熱交換器設置にかかるアウト

リガー主義作時の安全確保のための縛

よび、親絹用ロープを富己主請し

-代替熱交換器用の電源車組動後は，

異物損入防止のために

を閉めることを手順書に反映し

よる注*等の言語譲に

ついて楢直イ本棋の構築 iこ需け

り経んでいく。

シピアアクシデント対築に謀る

-原子炉建屋ベント開放作業に

おける要員構成の変更(熟練者線におい11-予錆ボンベ運識言
合第一・二運転管理部長，

第一・第二保全部長
i品5寺の安全確採のためにドアストッ 増員)について検討する。

l明確認やホイノレローダιょ 
第一・第二保全部各  

原子炉建屋のベント開放機作に採る 
@第一・二

パーを記霊した。 -夜間訓練等による

槙等11を用いた実動奇 換言守する。


